
力を矢印で表す　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：ア（力の大きさ）

力の3要素：作用点（矢印の根もと）・向き（矢印の向き）・大きさ（矢印の長さ）。

よくあるまちがい：作用点・向き・大きさを、矢印のどこで表すかを整理する。

問2　答え：イ（作用点・向き・大きさ）

力は、作用点・向き・大きさの3つで決まります。

よくあるまちがい：力の3要素＝作用点・向き・大きさ。

問3　答え：6cm

考え方

1. 2×3＝6cm

よくあるまちがい：矢印の長さは力の大きさに比例する。

問4　答え：3cm

考え方

1. 重力：300÷100＝3N

2. 矢印：3cm

よくあるまちがい：gをNになおしてから、矢印の長さにする。

問5　答え：ウ（重力（下向き）と糸が引く力（上向き））

重力と、糸がおもりを引く力がつり合っているので、おもりは止まっています。

よくあるまちがい：止まっている物体には、つり合う2つの力がはたらいている。

問6　答え：ア（物体の中心）

重力は物体全体にはたらきますが、1本の矢印で表すときは物体の中心から下向きにかきます。

よくあるまちがい：重力＝中心から下向き。ふれ合う力＝ふれている面から。

問7　答え：イ（まさつ力）

ふれ合っている面には、動きをさまたげる向きにまさつ力がはたらきます。動かないとき、まさつ力は引

く力とつり合っています。

よくあるまちがい：動きをさまたげる力＝まさつ力。



問8　答え：下の図

重力 4N

垂直抗力 4N

重力：箱の中心から下向きに4目もり（4N）。

垂直抗力：箱と床がふれている面から上向きに4目もり（4N）。2つはつり合っているので、同じ長さにか

く。

採点のポイント：重力を中心から下向きに4目もり／垂直抗力をふれている面から上向きに、同じ4目もり

よくあるまちがい：作用点の位置（中心・ふれている面）と、同じ長さにすることに注意。
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